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（写真）新時代党（UNT） “UNT 幹事長 野党国会の解散を提案、野党国会解散の意味することは・” 

 

 

２０２４年１２月２０日（金曜） 

 

政 治                     

「検察庁 抗議行動の拘束者２００人を解放」 

「マドゥロ政権 西新大使の信任状写しを受理」 

「スペイン外相 ゴンサレス候補の亡命を承認」 

経 済                     

「自動車・衣類 輸入増加で国内生産は低迷 

～組み立て自動車の部品は１００％輸入品～」 

「CENDAS-FVM １１月インフレ率は３．８％」 

「スリア州 約３５００トンの海老を中国に輸出」 

社 会                     

「とうもろこし粉戦争 新興ブランドが急拡大」 

24 年 12 月 21-22 日（土・日） 

 

政 治                    

「UNT・AD 野党国会の解散を支持 

～ゴンサレス候補の大統領就任妨害の動き～」 

「野党統一連合（MUD）幹事長 辞任を表明」 

「在ベネ亜大使館避難者 １名が検察庁出頭？ 

～PUD アドバイザー 自身の意志で出頭～」 

「EU ベネ最高裁判長ら１５人に個人制裁か」 

「コロンビア外相 両者とも大統領と認識せず」 

経 済                    

「イラン Saipa 新車 Quick ２０００台を輸入」 

「SUNDDE サンビル２００店舗を査察」 
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２０２４年１２月２０日（金曜）             

政 治                       

「検察庁 抗議行動の拘束者２００人を解放」       

 

１２月２０日 検察庁は声明を発表。 

「検察庁は、司法当局に対して、７月２８日の大統領選

後の市民紛争による逮捕者２００名の措置見直しを要

請した」 

「この新たな要請は受理され、憲法に準じたプロセスに

従い、これまでに７３３名が解放された」 

と発表した。 

 

今回の解放でも特に知名度の高い野党政治家は解放さ

れていないが、野党系メディア「La Patilla」の記者 Ana 

Carolina Guaita 氏が解放されたと報じられている。 

 

 

（写真）検察庁 

 

Guaita 氏は８月２日にラグアイラにて SEBIN に拘束さ

れた。 

 

Guaita 氏は、野党「キリスト教民主党（Copei）」のラグ

アイラ州幹事長である Carlos Guaita 氏と Xiomara 

Barreto 氏（同じく Copei 党員）の娘だという。 

 

「マドゥロ政権 西新大使の信任状写しを受理」         

 

１２月２０日 ベネズエラの Yván Gil 外相は、自身の

ソーシャルメディア・アカウントにて 

「本日、新たに在ベネズエラ・スペイン代表大使に着任

した Álvaro Albacete 氏から信任状の写しを受け取った」

「マドゥロ政権は、Albacete 新大使に対して、国連憲章

の原則に従い、お互いの国を尊重する関係が発展するこ

とを望んでいると伝えた」と発表した。 

 

１月１０日の大統領新任期を前に、スペイン政府は「マ

ドゥロ政権をベネズエラの実質的な政権」と認識するか、

「ゴンサレス政権をベネズエラの正当な政府」と認識す

るかを決断しなければいけない。 

 

仮に「ゴンサレス政権がベネズエラの正当な政府」と認

識した場合、Albacete 新大使は国外追放されるだろう。 

このタイミングで、新大使の信任状をマドゥロ政権に渡

すことが何を意味しているのかは推測が難しいところ

だ。 

 

（写真）Yván Gil 外相 Telegram 
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「スペイン外相 ゴンサレス候補の亡命を承認」                  

 

１２月２０日 野党統一候補としてベネズエラの大統

領選に出馬したエドムンド・ゴンサレス候補は、スペイ

ンの José Manuel Albares 外相と面談した。 

 

ゴンサレス候補は、自身のソーシャルメディア・アカウ

ントにて 

「スペインの José Manuel Albares 外相と面談した」 

「ベネズエラの政治犯解放を求め、ベネズエラが国際権

を守ることを求めるという EU 及びスペインの立場を

確認した」「先日 EU は、“ベネズエラの包括的で平和的

な移行と民主主義を支援するため、あらゆる手段を行使

する意思がある”との声明を発表していた」 

と写真付きで投稿した。 

 

また、同会談後に José Manuel Albares 外相は記者会見

を実施。「ゴンサレス氏の亡命申請を受理した」「近日中

に彼に通知することになる」と明言している。 

 

ゴンサレス候補は、２０２５年１月１０日にベネズエラ

に戻り大統領就任を宣言するとの意思を繰り返し表明

している。このタイミングでゴンサレス候補の亡命を受

理した件について言及することにも違和感を覚える。 

 

 

（写真）@EdmundoGU 

 

 

経 済                        

「自動車・衣類 輸入増加で国内生産は低迷      

  ～組み立て自動車の部品は１００％輸入品～」           

 

「ベネズエラ自動車部品商工会（Favenpa）」の Omar 

Bautista 代表は、ラジオのインタビュー番組にて、現在

の自動車産業の状況について説明。 

 

「ベネズエラ国内での組み立て台数は増えたが、組み立

てで使用される部品は１００％輸入品」と指摘。 

ベネズエラ国内の自動車部品産業には十分に裨益して

いないとの見解を示した。 

 

また、Favenpa は、ベネズエラ国内で生産されている自

動車部品の２０２４年１～１０月の輸入額が、前年同期

比１１．２％増（２３年は２億５４０万ドル）の２億２

８５０万ドルだったと発表。 

 

特に中国からの自動車部品輸入が多く、全体の７７．

３％に当たる１億７６６０万ドルは中国からの輸入だ

ったと補足した。 

 

 

（写真）Favenpa 

 

また、ベネズエラはクリスマスに新しい衣類・下着を購

入する習慣があり、この時期に衣料品の売れ行きが良く

なる。 
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現在の衣料業界の状況について「ベネズエラ衣類産業商

工会（Cavedid）」の Roberto Rimeris 代表は、「輸入品の

流入に圧倒されており、国内の縫製業は低迷している」 

との見解を示した。 

 

Rimeris 代表によると、ベネズエラ国内で販売されてい

る衣類の８０％は輸入品だという。この２０年間、ベネ

ズエラの縫製業は衰退の一途をたどっており、２０年前

には Cavedid の加盟企業は４００社だったが、現在は２

５社まで減ったという。 

 

「CENDAS-FVM １１月インフレ率は３．８％」                  

 

５ 人 家 族 の 食 費 調 査 を 行 っ て い る 非 政 府 系 団 体

「CENDAS-FVM」は、２４年１１月の基礎食糧費（６

０品目にかかる費用）を公表した。 

 

CENDAS-FVM によると、２４年１１月の基礎食糧費

はドル建てで４９３．２８ドル（ボリバル建てで２４，

６６３．８７ボリバル）だった。 

 

１０月の基礎食糧費はドル建てで５３９．７９ドル（ボ

リバル建てで２３，７５０．８７ボリバル）だったので、

ボリバル建てで見ると先月比３．８％増、ドル建てで見

ると同８．６％減ということになる。 

 

１１月は、為替レートが大きくボリバル安になったのに

対して、想定よりもボリバル建ての食料費が高騰しなか

ったため、相対的にドル建ての食費が安価になった。 

 

品目別で最も物価上昇が大きかったのは「塩・砂糖」で

先月比４４．５％増と著しく増加している。次いで、「ソ

ース・マヨネーズ」が同７．４３％増、「コーヒー」が同

５．０１％増と続いた。 

 

 

 

 

（写真）CENDAS-FVM 

 

「スリア州 約３５００トンの海老を中国に輸出」                  

 

Juan Carlos Loyo 漁業養殖相は、「３，４９８．８６トン

の海老を積んだ１２８コンテナがスリア州マラカイボ

港から中国に向けて輸出された」と発表した。 

 

Loyo 漁業養殖相は「エビの輸出はベネズエラの輸出の

２２％を占めており、主要輸出製品になっている」と言

及した。なお、この「２２％」は「海産物輸出の２２％」

を意味していると思われる。 

 

社 会                        

「とうもろこし粉戦争 新興ブランドが急拡大」           

 

ベネズエラ人の主食と言えば「アレパ」を最初に思い浮

かべる人は多いだろう。 

 

「アレパ」は、とうもろこし粉に塩・油・水などを混ぜ

て味付けし、フライパンで焼いたり、油で揚げるなどし

て食べる食品。 

 

そして「アレパ」を作るための材料として使用される「と

うもろこし粉」と言えば、現地食品メーカー「Polar」が

生産する「P.A.N」である。 



 VENEZUELA TODAY 
２０２４年１２月２０日～１２月２２日報道        No.１１５８   ２０２４年１２月２３日（月曜） 

5 / 8 

 

「P.A.N」は、最初にベネズエラで販売されてから６９

年が経過する。現在、ベネズエラには１００超のとうも

ろこし粉ブランドが存在するが、今でも「P.A.N」は圧

倒的な人気を博している。 

 

しかし、最近は「Alimentos Mary」というブランドが急

速に拡大しているという。 

 

現地メディア「El Estimulo」は、両ブランドの違いを調

査。主な違いとして Alimentos Mary の方が P.A.N より

も柔らかく、アレパに成型するまでに数分間、寝かせる

時間が必要だという。 

 

なお、Alimentos Mary と P.A.N に大きな価格差はない

ようで、P.A.N が１パッケージ（１キロ）１．１２ドル

だとすると、Alimentos Mary は、１パッケージ（９００

グラム）０．８７ドルほどで購入できるという。１００

グラム分の差を踏まえると、Alimentos Mary の方が少

しだけ安いことになる。 

 

もちろん商品価格は店舗によって異なるので、価格差は

あくまで参考ということになるだろう。 

 

 

（写真）Elestimulo@DANIELMAGENGRAFICA 

 

 

 

 

 

２０２４年１２月２１日～２２日（土曜・日曜）              

政 治                       

「UNT・AD 野党国会の解散を支持        

  ～ゴンサレス候補の大統領就任妨害の動き～」        

 

２０２５年を前に主要野党の一部が活動を始めている。 

 

１２月２０日 「新時代党（UNT）」の Angelo Palmeri

幹事長は、マドゥロ政権による昨今の政治犯の解放の動

きを歓迎。改めて、全ての政治犯を解放するよう要請し

た。同時に、２０１５年の国会議員選で発足した野党多

数派の国会を解散するよう求めた。 

 

２０１５年１２月に行われた国会議員選は、野党候補が

圧勝。１６年１月に野党議員が議席の３分の２を占める

国会が発足した。しかし、マドゥロ政権は同国会の立法

権限を奪い、２０１７年８月に発足した制憲議会にその

権限を移譲するという異例の事態が起きた。 

 

それから３年半が経過し、本来であれば２０１６年１月

に発足した野党多数派の国会は、２０２１年１月で任期

を終えなければいけないが、野党側は「２０２０年に正

当な国会議員選が行われなかった」との理由で、野党国

会の存続を主張。 

 

野党の認識では、現在も２０１６年に発足した国会が存

在することになっている（「ベネズエラ・トゥデイ

No.1008」）。 

 

Palmeri 幹事長は、この野党国会を解散させることを提

案。「野党国会を無くすことは、政治的な理由から生活

苦を強いられているベネズエラ国民の生活環境改善に

資する」との見解を示した。 

 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/f08ed786c278149b9d34da8dcc1d6250.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/f08ed786c278149b9d34da8dcc1d6250.pdf
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この要請に対して、「行動民主党（AD）」のラモス・ア

ジュップ幹事長が反応。 

 

「Angelo Palmeri 氏の言う通り、２０１５年１２月６日

に選ばれ、２０１６年１月５日に始まった国会は２０２

１年１月５日に任期を満了した」「様々な妨害行為にも

関わらず、国会は可能な限り最良の運営を行った」「今

の最優先課題は全ての政治犯を解放することである」 

とコメント。実質的に Angelo Palmeri 氏の提案を支持

した。 

 

 

（写真）ラモス・アジュップ AD 幹事長 

 

これら発言の特筆するべき点は２点。 

「野党国会を終了させるべきだと考えている点」 

「最優先課題は全ての政治犯を解放すること」 

 

最初に「野党国会を終了させるべきだと考えている点」 

に関して、ゴンサレス候補は、２０２５年１月１０日に

ベネズエラで大統領就任を宣言する意思を表明してい

る。 

 

ベネズエラ憲法では、「大統領は、自身の任期１年目の

１月１０日に国会にて大統領就任を宣誓しなければい

けない」と定められている。つまり、野党国会が解散す

ることは、ゴンサレス候補が大統領就任を宣誓する場所

がなくなることを意味する。 

 

もちろん AD、UNT は、これを理解した上で、野党国

会の消滅を支持していることになる。 

 

また、「最優先課題は全ての政治犯を解放すること」と

いう発言も特筆に値する。 

 

普通に考えれば現在の野党グループの最優先課題は、

「政治犯の解放」ではなく「ゴンサレス候補の大統領就

任」だろう。 

 

このタイミングで「政治犯の解放」が最優先課題と主張

している時点で、マリア・コリナ・マチャド氏（MCM）

のグループとの方針に隔たりがあることを感じさせる。 

 

「野党統一連合（MUD）幹事長 辞任を表明」           

 

１２月２１日 Ana Rodríguez Brazón 記者は、「野党統

一連合（MUD）」の José Luis Cartaya 幹事長が辞任を申

請したと報じた。 

 

Brazón 記者は、Cartaya 幹事長が辞任を申請したとされ

る署名入りの書面を公表。 

 

公開された書面は２人宛てに送られている。 

 

１人は「選挙管理委員会（CNE）」のアイメ・ノガル役

員（野党系役員で UNT 関係者）。 

もう１人は、エドムンド・ゴンサレス候補に宛てて送ら

れている。 

 

 
（写真）Alnavio 

“MUD 幹事長の辞任を表明した José Luis Cartaya 氏” 
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「在ベネ亜大使館避難者 １名が検察庁へ       

  ～PUD アドバイザー 自身の意志で出頭～」          

 

在ベネズエラ・アルゼンチン大使館には、６名の野党関

係者が保護されている。 

 

「AFP 通信」は、この６名のうちの１人 Fernando 

Martínez Mottola 氏が、在ベネズエラ・アルゼンチン大

使館を出て、検察庁に出頭したと報じた。 

 

匿名の野党関係者によると、Mottola 氏が大使館を去っ

たのは１２月１９日。強制的に連行されたわけではなく、

Mottola 氏の意志だったという。 

 

Mottola 氏は、「統一プラットフォーム（PUD）」のアド

バイザーで、MCM 氏の選挙キャンペーンを支援してい

た人物の１人。 

 

２０２４年３月 マドゥロ政権は、野党でバリナス州の

選挙対策長を務めていた Brandt Ulloa 氏を拘束。Brandt 

Ulloa 氏は、MCM の政党「Vente Venezuela」から暴動

を誘発するよう指示があったと証言（「ベネズエラ・ト

ゥデイ No.1040」）。 

 

この証言を受けて、検察庁は Mottola 氏を含む７名を指

名手配。指名手配を受けて、７名のうち６名が在ベネズ

エラ・アルゼンチン大使館に避難していた。 

 

ここのところ、マドゥロ政権による野党活動家の解放が

続いている。また、UNT の Palmeri 幹事長、AD のラ

モス・アジュップ幹事長による野党国会解散の支持表明、

MUD の Cartaya 幹事長の辞任などの動きが見られてい

る。 

 

Mottola 氏の検察庁出頭も水面下で協議が行われた結果

と思われる。 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/763840c57301254a7312875b5837e260.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/763840c57301254a7312875b5837e260.pdf
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「EU ベネ最高裁判長ら１５人に個人制裁か」           

 

「EFE 通信」は、「欧州連合（EU）」が Caryslia Rodríguez

最高裁判長および１４人のマドゥロ政権関係者に個人

制裁を科す前提でリストを作成したと報じた。 

 

今後、EU 加盟国の関係者が集まり、最終的に個人制裁

の発動について承認するという。 

 

同制裁を受けた人物は、EU への入国が禁止され、EU 地

域に有する個人資産が凍結される。 

 

「コロンビア外相 両者とも大統領と認識せず」           

 

コロンビアの Luis Gilberto Murillo 外相は、コロンビア

メディア「Semana」のインタビューに対応。 

 

記者から２０２５年１月以降のベネズエラ政府に関す

る認識について質問を受けると「両者とも大統領と認識

しない」と回答した。 

 

「なぜなら詳細が確認できないからだ」 

「CNE が正当なものと裏付けた詳細情報が公表されて

いない」 

「ある人は“投票の詳細は既に公表されている”という

だろう」 

「しかし、ベネズエラには憲法と法律に準じた投票プロ

セスが存在する」 

「これに従わない情報は正当なものと認識できない」

「詳細が確認できない限り、投票プロセスは終了してい

ない」と補足した。 

 

今回の Murillo 外相の発言は、これまでで最も明確な対

ベネズエラ方針のスタンスの表明と言えるだろう。 

 

 

 

経 済                       

「イラン Saipa 新車 Quick ２０００台を輸入」            

 

Ramón Celestino Velásquez Araguayán 国土交通相は、

イランから新車２０００台を輸入したと発表した。 

輸入した自動車は、国内で販売される予定だという。 

 

輸入された自動車は「Saipa」というブランドの「Quick」

（オートマ）というモデルだという。 

Araguayán 国土交通相によると、同モデルはガソリン４

０リットルを給油することが可能で、６００キロを走行

することが出来るという。 

 

 
（写真）@rvaraguayan instagram 

 

「SUNDDE サンビル２００店舗を査察」         

 

「価格監督局（SUNDDE）」は、カラカス La Candelaria

にあるショッピングセンター「Sambil La Candelaria」

の２００店舗を査察。各店舗が「ベネズエラ中央銀行

（BCV）」の為替レートを適切に守っているかどうかを

チェックした。 

 

２４年７月から、為替レートが急激にボリバル安に推移

しており、並行レートでボリバル換算するか、公定レー

トでボリバル換算するかで料金が大きく変わる。物価高

騰を抑えるため監視を強化しているということだろう。 

 

以上 


